
H2811_長岡市東神田町島田家文書

通番 表　題 差　出 宛　先 形態 数量 年　代 備　考

1 詩文必要掌中四声字弁
徳山慈／編
越後長岡　上田屋治八
鳥屋十郎　他／発行

袖珍本 1 明治12年5月28日 記「志満田久次郎主」

2 袖珍　正字玉篇　全 真島誠／編 袖珍本 1 明治11年5月

明治14年1月再版出版
綴紐破損
記「正字玉篇」
印「長岡市東神田町　島田石松」

3 （記憶帳） 島久 横半帳 1 明治37年

表紙は縦半分に裂けている。農事・和歌・俳
句・民間療法など種々書き付けたもの。新聞
記事の切り抜き・サフラン酒広告の貼付あ
り。

4 通俗民間治療法 島田久次郎主人 横半帳 1 明治25年9月
記「紙嘉寿壱百枚」
刊本（松本良順先生口授　高松保郎筆記挿
註）を持ち主が筆写して綴ったもの。

5
訂正増補　つれつれ草分段抄
上

鈴木弘恭 袋綴 1 明治27年2月15日
しおり1点挟み込みあり。
しおり記「上毛野安蘇の真麻むら掻き抱き寝
れど飽かぬと何とか吾がせむ　14-3403」

6
訂正増補　つれつれ草分段抄
中

鈴木弘恭 袋綴 1 明治27年3月23日

7
訂正増補　つれつれ草分段抄
下

鈴木弘恭 袋綴 1 明治27年6月4日

8
親鸞聖人　箱根御別　御物語
全

伊藤清九郎／編 袋綴 1 明治13年3月
記「越後国古志郡長岡東神田町　嶋田末蔵
蔵書」
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9 辞令 神谷醸造工業株式会社 島田隆平 一紙 1 昭和23年5月23日

10
満州　上海　事変記念絵葉書
（其ノ四）

東京九段　遊就館 一括 1

絵葉書7点、袋（表題記）1点を一括。袋の中
の絵葉書と表題は一致しない。
絵葉書「オリムピック派遣選手応援歌（東郷
青児／画」2点、「（別府名所）八幡地
獄」、「（福島県飯坂温泉）十網橋上の眺
望」（山崎ヤイ子様　飯坂温泉にて　毛
利）、「〔奥利根の仙境〕」、「（民謡）」
2点（うち1点記「星野好子様」）。

11 （新組校高二　集合写真） 写真 1
台紙記「前列左　桜井ヤイ先生」
台紙は東京西品川河崎写真館製。

12 （千手女子青年団） 写真 1 昭和17年10月1日
記「昭和十七年十月一日　於　三ヶ字公会堂
長岡市千手女子青年団勤労報国隊員并受入農
事実行組合」

13 （長岡高等女学校生徒写真）
複写写

真
1 平成24年複写

A4版コピー用紙に2点の写真。
①1929.8月　臨海教育に於けるある一日　水
浴前の予備練習「焼けるが如き砂上にて」
②1929.7月　長岡高等女学校同窓生一同〝石
地の海岸にて〟

14 （山本五十六生家前祭壇） 写真 1 （昭和18年）
記「山本元帥葬式の際に石黒卯八郎殿の参拝
長岡玉蔵院御生家に於て　参拝者は石黒氏」
セロハンテープ痕あり。

15 味噌醤油特売御案内
長岡市袋町（栃鉄駅前
通り）中村商店

一紙 2 破損。厚紙に挟んで補強。
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16 事由書　他
第六方面軍司令官陸軍
大将　岡部直三郎

御遺族殿 一括 1 昭和21年1月30日
表題の他、「故島田豊作君につき初年兵追及
隊行動」（便箋4枚ペン書き）等一括。

17 1954年度　全朝日報道写真展出品目録
朝日新聞社
アサヒカメラ主催

一紙 2 昭和29年 破損。

18 鉄道旅行案内 鉄道省 図書 1 大正13年11月

記「嶋田石松　大正十四年三月求之」箱記
「THE　東神田三丁目一九四八　島久商店
島田石松　大正十四年三月」
セロハンテープにて箱補修。セロハンテープ
は島久商店オリジナル。
しおり2点挟み込みあり。

19 大正七・八年　西比利亜出征
アルバ

ム
1 大正8年～同9年

20 高砂　一巻ノ一
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日
印「牛□」
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。

21 田村
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日

印「島久之印」「島田」
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。
巻号数の記載なし。

22 桜川　一巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日
印「島田」
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。
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23 桜川　一巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日
印「水落」
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。

24 張良　二巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。

25 経政　九巻ノ二
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正13年12月25日
印「島田之印」
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」の「一番本」である。

26 阿漕　廿七巻ノ五
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和18年12月21日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

27 八島　二巻ノ二
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

28 三井寺　三巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

29 竹生島　四巻ノ一
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島久之印」
大正13年12月25日初版発行　一番本

30 鞍馬天狗　四巻ノ五
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本
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31 加茂
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本
巻号数の記載なし。

32 忠度　七巻ノ二
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

33 （忠度　七巻ノ二）
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
題箋欠。
大正13年12月25日初版発行　一番本

34 くろづか　十三ノ五
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本
題箋貼り直し、表題は旧蔵者記。

35 巴　十四巻ノ二
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
記「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

36 紅葉狩　二十巻ノ五
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田之印」
大正13年12月25日初版発行　一番本

37 松虫
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本
巻号数の記載なし。

38 小袖曽我　三十巻ノ二
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
印「島田之印」
大正13年12月25日初版発行　一番本
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39 弱法師　三十巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和19年1月1日
記「島田」
大正13年12月25日初版発行　一番本

40 東北　一巻ノ三
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 一番本

41 桜川　一巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 一番本

42 羽衣　三巻ノ三
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 一番本

43 杜若　五巻ノ三
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 印「島田」　一番本

44 熊野　八巻ノ三
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 記「島田」　一番本

45 松風　九巻ノ三
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 印「島田」　一番本

46 蝉丸　廿七巻ノ四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 印「島田」　一番本
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47 俊寛　廿九巻四
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 昭和25年2月5日 印「島田」　一番本

48 舟弁慶　九巻ノ五
金春信高／著
わんや書店

袋綴 1 昭和26年10月10日 記「島久」

49
金春昭和謡本
田村　羽衣　鞍馬天狗

東京都千代田区
富士見町二ノ六
金春刊行会版

袋綴 1 昭和28年4月1日 第1回配本

50
金春昭和謡本
高砂　冨士太鼓　遊行柳

東京都千代田区
富士見町二ノ六
金春刊行会版

袋綴 1 昭和28年9月1日 第2回配本

51 金春流式例小謡　全
金春光太郎／著
わんや書店

袋綴 1 大正10年9月1日
大正6年11月30日初版発行
一紙1点挟み込みあり（高砂・猩々の抜き書
き）。

52 金春流小謡集　全
高砂会／編
長岡市　酒井書店／発
行

袋綴 1 大正11年6月5日

53 金春正本　記号用語　精解
金春榮治郎／著
わんや書店

冊子 1 昭和2年11月5日

54 能謡名所旧跡
栗林貞一／著
檜書房

図書 1 昭和25年11月1日
昭和25年8月5日初版発行
記「S30.10.2　観世会館定期能観能の際求む
〔鵺　加茂　自然居士〕」
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55 金春流式例小謡集
長岡市本町一丁目
藤田栄七方
長岡金春会

袋綴 1 昭和35年1月15日

56 鶴亀　猩々 冊子 1
印「島久之印」
料亭オリジナルの冊子か（三松婁か）。祝言
等の席で配られたものか。

57 金春流小謡集 袋綴 1 印「島久之印」　非売品

58 仕舞型付　一 袋綴 1 非売品

59 金春流仕舞形附 袋綴 1

60 高謡会春期素謡会 高謡会 一括 1 昭和26年6月8日
番組表1点、写真1点。会場は悠久館。
写真記「26.6.8　謡曲大会記念」

61 金春会秋季素謡会 長岡金春会 一括 1 昭和29年11月21日 上田町　青木楼

62 富葉会春季素謡会 長岡富葉会 一紙 1 昭和30年6月24日
番組表1点、写真1点。会場は上田町青木楼。
写真記「富葉会十六・三八・二七会員　昭和
三十年六月二十四日　青木樓にて春季大会」
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63 鶴亀　観世流新稽古本 観世流改訂本刊行会 袋綴 1 昭和27年7月15日 記「志満多」

64 逗留百番　万宝小謡大成　完
名古屋市末広町
梶田勘助

袋綴 1 明治25年1月 観世流

65 金春流謡本 一括 1
大正13年7月25日
～同14年1月25日

専用箱入り。五番本全三十冊。
関東大震災でもとの版は焼失。その後に編集
された「大正本」。一巻に序文あり。
うち二十九巻のみ「明治本」（明治41年12月
23日発行、金春七郎／著）。
箱裏貼付「金春流謡曲索引」
印「島田」「星野」「岡田」「近藤」

66 （謡の会　写真） 写真 1

67 （謡の会　写真） 写真 1 昭和27年5月9日
裏記「昭和二十七年五月九日　悠久山にて謡
会　二十四才」

68 （謡の会　写真） 写真 1 昭和29年1月 裏記「29.1　青木樓にて謡曲会写す」

69 見台 見台 1
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